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上板橋病院  

回復期リハビリ病棟通信  

 

熊本  

益城町の被災地レポート 編 集 後 記  

リハビリクイズ   

人間ドック会館 満足度調査報告 
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ADL ボード   

 

病棟ラウンド  

入院時の合同日常生活動作 の評価  

その他

目標:

移乗

更衣

安全帯：

ベッド柵：

整容

連絡内容：

形態

場所/姿勢など

ADL

移

動

移

乗

動

作

上 板 橋 病 院 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟

通信  
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回復期リハビリテーション病棟通信  

病棟連絡会  

回復期病棟 リハビリカンファレンス  

リハビリ朝 カンファレンス  

さまざまな取り組みは、やはり大変です。しかも、理想通りに問題解決できることは稀です。種々の取り組

みをしてるからといって慢心せず、上手くいかない事例は、皆で試行錯誤し、成長の機会としてとらえ、少

しずつ良い結果を積み重ねていきたいと思います。 
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上 板 橋 病 院 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科           

理学療法士  作本  奈々子  

被災地の現状 

お疲れ様でした！！ 

熊本地震（上益城郡益城町）

の被災地レポート  

4月14、16日に観測史上初めて、震度7を続けて観測

した益城町は、私の実家があります。ニュースを見る

たび、不安は膨らみ、急ぎ休暇をいただき駆けつけま

した。空港から車で向かう途中は、いたるところに通

行止め・迂回の案内があり、ガタゴトと道路は荒れ、

辿り着くにも大変でした。何台もの自衛隊車両や支援

物資を積んだトラックとすれ違い、あちこちで復旧作

業が急がれ、まさに被災地の現状が目に飛び込んでき

ました。実家に近づくにつれ、懐かしいはずの通学路

や旧友の自宅などが姿を変えており、言葉が出ません

でした。覚悟はしていたものの涙が流れてきました。 

幸いにも実家は無事で、帰省中は家に寝泊まりするこ

とが出来ました。地震から 13日後にやっと水が出始め

てライフラインも復旧し、いつもの生活に戻りつつあ

りました。しかし、一歩外に出れば家屋倒壊・避難生

活を強いられている方々が多く、とても心苦しかった

です。そんな中でも、私が帰省して驚いたことの一つ

は、地域の方々が気丈に明るく過ごされていたことで

す。自宅状況などの変化に違いはあっても、声を掛け

合い、時には不満や冗談を言いながら、お互いに助け

合っていたことが印象的でした。メールなどの文字だ

けでなく、実際に顔を合わせたりすることで得られる

安心感は絶大だな、と感じました。 

「大丈夫？」「何か出来ることがあれば言ってね。」

など沢山の職員や友人、患者様から心配や応援など、

温かい言葉をかけていただきました。不安で眠れない

夜もありましたが、皆様に支えられている事を肌で感

じ、とても心強かったです。本当にありがとうござい

ました。 

最後に、今回の被災地を経験して、水の大切さを実

感しました。手を洗えない、お風呂に入れない、ト

イレが流れない…かなりのストレスでした。蛇口を

ひねれば当たり前のように出ていた水が突然なくな

ると、生活は困難を極めます。東京でも、万が一に

備えて、ライフラインの復旧や救援物資が届くまで

の数日間を乗り切るための最低限の水や食料の確保

は必須と感じました。みなさんも、大丈夫だろう…

などとは考えず、“備えあれば憂いなし“です！！ 

おわり 

無事に戻って職員一同ホッとしています。“何か

をしなければ”という強い気持ちは、人間を動か

す大きな力です。社会を前進させていく力も企業

の発展も、元を辿ればこの熱意だと思います。娘

さんの気持ちを受けたご両親は、とんでもなく元

気づけられたことでしょう。本当に作本さんお疲

れ様でした。人の心は『他人のため』に献身的に

努力しているとき、理想的な状態で働くと言われ

ています。自分の心を充実させるには、まずは、

周囲の心を充実させ、人の喜びを心から望むこ

と。被災者支援はもちろん、リハビリテーション

にも同様に言えるとしみじみ感じた今日この頃で

した。前向きにお互いに気配りしながら震災を乗

り越えようとする被災地の皆様に一日も早い平穏

を祈るばかりです。（リハビリ白木） 

気丈に明るく前向きに過ごされる被災地の皆様 

支えて頂いた皆様！！心から感謝しています！！ 

最後に 

水は大切！！ 

写真：益城町  

撮影：本人  
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医療法人社団慈誠会　　　人間ドック会館クリニック

調査期間：　 平成２８年２月１０日（水）～２月２９日（月）

調査方法：

回収枚数 ２０４枚

当院を選んだ理由について (人)

 受診時の職員の対応について

受付開始時間について／待ち時間について

受診時の対応について

平成２７年度 受診者様満足度調査 報告

受診者様に、健診終了後、会計窓口にてアンケート用紙を配付し、回収箱に投函いただく方法。

男性

58%

女性

42%

人間ドック

当クリニックでは、平成2８年２月に受診者様満足度調査を実施しましたので、結果をご報告致します。調査にご協力いただきました皆様に

は、心より御礼申し上げます。皆様からの評価やご意見を真摯に受け止め、今後のサービスの改善及び質の向上に努めるとともに、地域に必

要とされる健診センターづくりを目指してまいります。
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148
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17

75
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最新の検査機器があるから

検査項目が充実しているから

建物がきれいだから

医師、職員の対応が良かったから

同僚、知人のすすめ

今まで継続的に利用しているから

会社、健康保険組合、共済組合の契約先

日帰り人間ドックが午前中で終了するから

土曜日も受診できるから

近いから

医師の診察・結果説明

受付

X線検査

身体計測・心電図・エコー

採血

86

91

75

47

54

87

91

80

44

37

27

19

34

23

14

各検査部門等の対応について (人)
大変良い 良い 普通 悪い 大変悪い

診察室

待合室

検査室

レントゲン室

31

29

29

29

65

65

61

57

17

18

23

24

設備について (人)
大変良い 良い 普通 悪い 大変悪い

全般

丁寧さ

正確さ

170

180

161

28

21

39

受付時の職員対応について (人)
良い 普通 不満

待ち時間

受付開始時間

30

17

162

183

9

1

受付開始・待ち時間について (人)
早い ちょうど良い 遅い

20歳代, 

4, 3%

30歳代, 

31, 27%
40歳代, 

41, 36%

50歳代, 

26, 23%

60歳代, 

9, 8%
70歳代, 

3, 3%

80歳代, 

0%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳代

皆様から貴重なご意見を頂きました。ご意見・ご要望につきましては、真摯に受け止め、改善に努めてまい

ります。今後も引き続きのご愛顧を、宜しくお願い致します。

ご回答者性別 ご回答者年齢
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問題：階段の昇り降りについて、階段を“昇る“と、”降りる“どちらのほうが、下肢筋力に負

担がかかるでしょう？  1.昇る 2.降りる 3.どちらも同じくらい 

 

クイズの答え 

答え：2.下り 

登山は、皆さん行かれますか？登る時は、楽しみもある反面、身体はつらいです。帰路（下り）のほうが全然、

楽に感じます。登りのほうが下肢筋力は必要なのでしょうか？ 

全体的な身体負担（心肺機能）は、登りの方が大きいのですが、実は、下肢筋力から考えると、下りのほうが

筋力負担は大きくなっています。 

なぜか？それは、地球上には重力がかかります。下るときは、加速度を生じます。結果、自身の体重以上の重

さが下肢筋肉にかかり、下る方が負担は増えているのです。 

ということで、答えは、階段を降りる時の方が、下肢筋力には負担がかかる②番になります。 

筋トレを考えるなら、下りのほうが効果的といえます。 

では、登る時の疲労感は何なんでしょう？下りより筋力を使わないのに何で？ 

実は、筋肉の使い方の違いにあります（詳しくはまたいつか・・）。筋肉の使い方で、努力が必要になり呼吸が

苦しくなったり、血圧が高くなったり影響してくるわけです。リハビリでは、患者様の状態に合わせ筋肉の使い

方を選んでいます。リハビリは最短で効率よく効果的な結果が出せるよう目指さないといけませんからね。 

 

問題：脱水に関するクイズ。私たちの身体か

らは寝ている時や何もしていない時にも常に

水分が蒸発しています。それは一日でどれく

らいの量になるでしょう？ 

①約 200ml 

②約 400ml 

③約 600ml 

④約 900ml 

次 号 は 、 H2８ 年 10 月 秋 号 予 定 で す 。 ご 期 待 下 さ い ！ ！  

※答 えは次 号 に掲 載 します！  

 

 回復期リハビリが始まって、仕事内容も変わり、スタッフも増え、相も変わらず落ち着くことがない今

日この頃です。リハビリは、医療技術職でもあるので新人教育がとても重要です。時間もないので、だい

たい業務時間外に指導することが多いのですが、偉そうな事を言って指導する自分に昔から、嫌気がさし

ていました。なので、最近は、やさしく、謙虚に指導することを心がけています。 

特に「むずかしいことをやさしく、やさしいことを深く、深いことをおもしろく」という感じで心がけて

います。自分がどれだけ消化しているかによって、発せられる言葉の深さ、面白さも全く違ってくると痛

感します。指導する側は、色々な事を伝える立場にあるので、教える場が多いほど、後輩に慕
した

われてい

る！とよく感じる人がいますが、勘違いです（笑）。先輩側も日々、精進しましょう！！今年の夏は、我

が家も震災対策を見直し、当たり前の暑い毎日に感謝しながら、大切に過ごしていきたいですね。 


